









The appreciation of arts and crafts based on the Situated Learning
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キーワード：図画工作科，状況的学習観，鑑賞




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































な可能性」『言語文化=Doshisha Studies in Language and 
Culture 』第14巻　第１号，p.103，2011．
９）奥村高明，前掲．p.155..奥村は，事前授業を実施したこと，
あるいは感想カードという課題を設定した小学校の子ども
たちは，美術館での鑑賞活動について，来館以前に「自分の
興味をもとに主体的に観賞する場所」としてデザインされ
ていたと述べている。
10）新井哲夫「造形活動における子どもの発達的特性をふまえ
た鑑賞教育の方法論に関する研究」（平成８－10年度科学研
究費補助金　基盤研究（Ｃ）（２）　研究成果報告書，1999），
p.75..　新井は，ケネスクラーク，吉川登，エドモンド・Ｂ・
フェルドマンらの研究を踏まえ，鑑賞活動のプロセスを以
下のように七段階モデルとして提示した。
　①「作品に対して興味・関心を抱く」
　②「直観的に見る（作品全体の感じを捉える）」
　③「分析的に見る（細部を確かめる）」
　④「知る／調べる（作品や作者について事実関係を知る）」
　⑤「想像や推理を働かせる（表現内容や作者の制作意図などに
ついて推理する）」
　⑥「深く味わう」
　⑦「作品を評価する（作品の優劣や歴史的意義などを判断す
る）」
11）奥村高明，前掲．p.159．
状況的学習観に基づいた図画工作科の鑑賞 215

